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去
る
五
月
三
十
日
に
高
田
城
址
公
園
オ
ー
レ
ン
プ
ラ
ザ
に
お
い
て
、
令

和
七
年
度
定
時
総
会
並
び
に
第
二
回
理
事
会
が
開
催
さ
れ
、
理
事
長
に
就

任
い
た
し
ま
し
た
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

さ
て
、
超
高
齢
化
社
会
の
進
展
に
伴
い
、
高
年
齢
者
雇
用
安
定
法
が
改
正

さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
も
取
り
巻
く
労
働
需
要
構

造
の
変
化
に
合
わ
せ
な
が
ら
維
持
発
展
し
て
行
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

先
ず
、
喫
緊
の
対
策
と
し
て
、
セ
ン
タ
ー
運
営
の
根
幹
で
あ
る
会
員
の

増
強
で
す
。
会
員
数
で
は
二
年
連
続
で
千
人
の
大
台
を
割
り
込
み
ま
し
た
。

中
で
も
女
性
会
員
数
に
つ
い
て
は
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
が
、
令
和
五
年

度
末
の
男
女
の
割
合
を
み
る
と
県
内
で
は
最
も
低
い
状
況
に
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
こ
と
か
ら
会
員
数
の
増
強
に
は
、
女
性
会
員
の
拡
充
は
今
後
の

セ
ン
タ
ー
運
営
を
発
展
さ
せ
る
重
要
な
視
点
に
な
る
と
思
い
ま
す
の
で
、

創
造
性
を
高
め
女
性
会
員
の
拡
大
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
一
般

家
庭
で
は
、
庭
木
関
連
の
技
能
会
員
不
足
に
よ
り
、
契
約
件
数
は
大
幅
な

減
少
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
後
継
者
育
成
を
行
い
継
続
性

を
高
め
な
が
ら
、
多
様
な
就
業
機
会
の
開
拓
を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

誰
も
が
健
康
寿
命
・
貢
献
寿
命
を
延
ば
し
、
長
く
活
躍
し
て
い
く
た
め

に
安
全
就
業
を
第
一
義
と
し
て
、
生
き
が
い
の
あ
る
人
生
を
歩
ん
で
頂
き

た
い
で
す
。

会
員
の
皆
様
と
役
職
員
が
結
束
し
て
、
上
越
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

の
更
な
る
発
展
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

新
理
事
長
の
ご
挨
拶理

事
長
　
重
　
野
　
耕
　
作
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令
和
七
年
度
定
時
総
会
が
五
月
三
十

日
㈮
、
高
田
城
址
公
園
オ
ー
レ
ン
プ
ラ

ザ
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
会
場
に
は
百

六
十
七
名
の
会
員
の
皆
さ
ん
が
集
ま
り

ま
し
た
。

井
部
理
事
長
の
開
会
の
挨
拶
に
続

き
、
十
年
会
員
と
二
十
年
会
員
の
表
彰

が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
続
い
て
来
賓
と

し
て
ご
臨
席
い
た
だ
い
た
上
越
市
副
市

長
様
、
上
越
市
議
会
議
長
様
、
上
越
公

共
職
業
安
定
所
長
様
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
ご

祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

引
き
続
き
議
事
に
入
り
事
務
局
か
ら

の
議
長
選
出
の
提
案
を
受
け
、
田
中
保

行
氏
が
満
場
の
同
意
を
得
て
議
長
に
選

出
さ
れ
ま
し
た
。

定
足
数
の
報
告

事
務
局
長
よ
り
、
定
時
総
会
当
日
の

会
員
数
は
九
百
九
十
名
、
定
足
数
は
そ

の
二
分
の
一
の
四
百
九
十
五
名
で
あ

り
、
本
日
の
出
席
者
数
は
八
百
七
十
三

名
（
本
人
出
席
百
六
十
七
名
、
委
任
状

七
百
六
名
）
で
あ
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
、

こ
の
結
果
を
受
け
議
長
は
総
会
の
成
立

を
告
げ
ま
し
た
。

議
事
録
署
名
人

議
長
よ
り
定
款
第
二
十
一
条
第
二
項
の

規
程
に
よ
り
議
長
と
出
席
し
た
代
表
理
事

が
署
名
す
る
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

議
事

報
告
第
一
号

「
令
和
六
年
度
収
支
補
正
予
算
の
報

告
に
つ
い
て
」

第
一
号
議
案

「
令
和
六
年
度
事
業
報
告
に
つ
い
て
」

第
二
号
議
案

「
令
和
六
年
度
決
算
報
告
に
つ
い
て
」

及
び
「
監
査
報
告
に
つ
い
て
」

報
告
第
二
号

「
令
和
七
年
度
事
業
計
画
及
び
収
支

予
算
の
報
告
に
つ
い
て
」

報
告
第
三
号

「
配
分
金
規
則
の
一
部
改
正
の
報
告

に
つ
い
て
」

第
三
号
議
案

「
役
員
の
選
任
に
つ
い
て
」

こ
れ
ら
に
つ
い
て
質
疑
も
な
く
原
案

ど
お
り
承
認
さ
れ
、
午
後
二
時
三
十
三

分
、
全
議
案
の
審
議
を
終
了
し
ま
し
た
。

井部理事長

田中議長

八木副市長様

渡辺議長様

小林所長様

令
和
七
年
度
公
益
社
団
法
人
定
時
総
会
の
概
要

新
役
員
を
ご
紹
介
し
ま
す

役
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
定
時

総
会
に
お
い
て
新
た
に
理
事
十
四

名
、
監
事
二
名
が
承
認
を
受
け
た
こ

と
か
ら
、
定
時
総
会
閉
会
後
、
理
事

会
を
開
催
し
互
選
の
結
果
、
理
事
長

に
は
重
野
耕
作
氏
、
副
理
事
長
に
は

植
木
幸
雄
氏
、
常
務
理
事
に
は
事
務

局
長
の
秋
山
友
江
氏
が
そ
れ
ぞ
れ
新

た
に
就
任
し
ま
し
た
。

新
役
員
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

★
新
役
員
の
氏
名
★
　
・
敬
称
略

○
理
事
（
十
四
名
）

重
野
　
耕
作

深
川
富
士
子

堺
　
　
寛
彦

服
部
須
美
子

田
中
　
　
博

遠
藤
　
悦
朗

植
木
　
幸
雄

寺
田
　
秀
幸 

秋
山
　
秀
夫 

大
久
保
正
道 

西
村
　
恵
子 

小
川
　
良
子 

太
田
　
貫
治
（
外
部
理
事
）

秋
山
　
友
江
（
事
務
局
長
）

○
監
事
（
二
名
）

小
嶋
美
知
子

丸
山
　
治
夫
（
外
部
監
事
）

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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十
年
会
員
表
彰
を

受
け
て室

岡
　
節
子

こ
の
度
は
、
十
年
表
彰
を
頂
き
、
誠

に
光
栄
に
存
じ
ま
す
。
現
役
を
退
き
二

年
程
経
過
す
る
と
家
で
過
ご
す
事
が
多

く
な
り
、
息
苦
し
さ
を
覚
え
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

そ
の
頃
に
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

の
存
在
を
知
り
登
録
を
し
た
と
こ
ろ
、

介
護
施
設
の
清
掃
業
務
を
紹
介
さ
れ
今

日
に
至
っ
て
い
ま
す
。

施
設
の
職
員
さ
ん
は
若
い
人
ば
か
り

で
す
が
、
て
き
ぱ
き
と
介
護
し
て
い
る

様
子
を
見
る
に
つ
け
、
自
身
の
行
く
末

を
思
い
有
難
く
て
頭
の
下
が
る
思
い
で

い
っ
ぱ
い
で
す
。
老
い
と
若
き
を
感
じ

る
こ
の
場
所
で
働
く
こ
と
が
今
で
は
私

の
生
き
が
い
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
も
心
と
体
を
健
康
に
保
ち
、
笑
顔
で

業
務
を
遂
行
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

末
筆
な
が
ら
セ
ン
タ
ー
の
益
々
の
ご

繁
栄
と
会
員
皆
様
の
ご
活
躍
を
心
よ
り

祈
念
い
た
し
ま
す
。

二
十
年
会
員
表
彰

を
受
け
て石

川
　
　
繁

月
日
の
経
つ
の
も
早
い
も
の
で
平
成

十
六
年
四
月
二
十
八
日
付
で
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
へ
入
会
い
た
し
ま
し
た
。

入
会
時
は
ど
ん
な
仕
事
を
す
る
か
も
分

か
ら
ず
う
ろ
う
ろ
状
態
で
し
た
。
そ
の

時
の
班
長
さ
ん
は
大
変
き
び
し
い
方
で

し
た
。
時
に
は
怒
ら
れ
た
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
が
私
も
教
え
て
も
ら
う
立
場
で

す
の
で
じ
っ
と
我
慢
を
し
て
き
ま
し
た
。

そ
の
お
か
げ
で
今
日
ま
で
来
た
ん
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。

も
う
一
つ
大
事
な
要
因
は
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
事
務
局
の
皆
さ
ん
及
び
仕
事

を
頂
い
た
お
客
さ
ん
、
そ
れ
に
携
わ
っ
た

会
員
の
皆
さ
ん
の
お
陰
と
大
変
感
謝
し

て
お
り
ま
す
。
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
そ
れ
に
私
を
生
ん
で
育
て
て
く

れ
た
両
親
に
も
感
謝
で
す
ね
。
こ
れ
か
ら

も
余
生
を
一
年
で
も
二
年
で
も
長
生
き
す

る
よ
う
が
ん
ば
り
ま
す
。
長
い
間
い
ろ

い
ろ
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

会
員
表
彰
を
受
け
て

10年表彰会員の皆さん20年表彰会員の皆さん

定時総会の前に、当日出席された表彰会員の皆さんが記念写真を撮影しました。

おめでとうございました。
令和7年度　20年表彰会員　7名　　10年表彰会員　40名
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こ
ん
な
仕
事
を
し
て
い
ま
す

こ
ん
な
仕
事
を
し
て
い
ま
す

こ
ん
な
仕
事
を
し
て
い
ま
す

第
26
回

就
業
先
拝
見

「
公
園
の
ト
イ
レ 

清
掃
業
務
」に
従
事

木
村
美
和
子

「
お
馬
出
し
公
園
」
は
、
近
く
に
旧
師

団
長
官
舎
や
青
田
川
、
大
町
朝
市
等
、

上
越
の
歴
史
と
文
化
と
自
然
を
感
じ
る

所
に
あ
り
ま
す
。
子
供
達
の
プ
ー
ル
、

遊
具
が
揃
う
“
か
わ
い
い
公
園
”
の
ト

イ
レ
清
掃
を
担
っ
て
い
ま
す
。

作
業
服
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
動
き
や

す
く
清
潔
感
の
あ
る
服
装
を
心
掛
け
て

い
ま
す
。
ト
イ
レ
の
出
入
口
が
直
線
状

に
な
っ
て
い
る
為
、
風
の
強
い
日
は
、

床
タ
イ
ル
の
目
地
に
枯
葉
や
花
び
ら
が

こ
び
り
つ
き
苦
戦
し
ま
す（
笑
）。
時
々
、

散
策
中
の
方
が
お
声
が
け
く
だ
さ
い
ま

す
。
ト
イ
レ
が
結
ん
で
く
れ
た
「
ご
縁
」

で
す
ね
。

ど
ん
な
お
仕
事
で
も
笑
顔
・
敬
語
・

礼
儀
正
し
い
所
作
を
念
頭
に
、
お
客
様

フ
ァ
ー
ス
ト
で
邁
進
し
ま
す
。

「
襖
張
り
替
え 

業
務
」
に
従
事

大
久
保
正
道

令
和
三
年
か
ら
襖
張
り
の
仕
事
を
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
全
く
技
術

が
な
か
っ
た
た
め
、
ひ
と
り
立
ち
す
る

ま
で
に
一
年
近
く
か
か
り
ま
し
た
。

襖
張
り
は
た
だ
襖
紙
を
張
れ
ば
い
い

と
い
う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
襖
と

い
っ
て
も
、
本
襖
、
板
襖
等
い
ろ
い
ろ

な
種
類
が
あ
り
、
そ
の
種
類
に
よ
っ
て

や
り
方
が
変
わ
っ
て
き
ま
す
し
、
天
候

に
も
左
右
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
古
い
紙

を
剥
が
す
だ
け
で
も
、
苦
労
す
る
こ
と

が
多
く
あ
り
ま
す
。
で
す
か
ら
毎
回
が

勉
強
で
あ
り
、
毎
回
一
年
生
で
す
。
そ

れ
だ
け
や
り
が
い
も
あ
り
ま
す
。
工
夫

を
重
ね
な
が
ら
、
自
分
で
満
足
で
き
る

も
の
が
で
き
、
そ
し
て
お
客
様
か
ら
の

「
き
れ
い
に
な
っ
た
わ
。
あ
り
が
と
う
。」

の
言
葉
を
励
み
に
仕
事
を
続
け
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
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新
会
長
ご
挨
拶

互
助
会
会
長

池
田
　
勝

先
般
の
定
時
総
会
で

ご
承
認
を
い
た
だ
き
、

杉
田
久
前
会
長
の
後
任
と
し
て
会
長
に
就

任
い
た
し
ま
し
た
。

当
互
助
会
は
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
多
く
の

親
睦
事
業
等
が
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
コ
ロ
ナ
の
規
制
が
緩
和
さ
れ

て
二
年
が
経
ち
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の

前
と
後
で
は
会
員
の
構
成
、
意
識
等
が
変

わ
り
各
事
業
へ
の
参
加
が
低
調
と
な
っ
て

い
ま
す
。
互
助
会
と
し
て
は
会
員
の
皆
様

よ
り
ご
意
見
、
ご
指
導
を
い
た
だ
き
、
親

睦
事
業
等
が
コ
ロ
ナ
禍
前
の
水
準
に
戻
る

よ
う
尽
力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
引
き
続
き
同
好
会
設
立
の
支
援

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

新
役
員
を
ご
紹
介
し
ま
す

◆
役
員
氏
名
＊
敬
称
略

会
　
　
長
　
池
田
　
　
勝

副
会
長
　
田
近
　
英
樹

事
務
長
　
大
久
保
正
道

幹
　
　
事
　
三
上
千
加
子

　
〃
　
　
池
田
か
を
る

　
〃
　
　
武
藤
　
克
一

　
〃
　
　
石
田
　
秀
雄

　
〃
　
　
久
保
　
正
美

　
〃
　
　
小
林
せ
つ
子

会
計
監
事
　
秋
山
　
秀
夫

　
〃
　
　
室
岡
　
　
猛

令
和
七
年
度 

会
員
互
助
会

定
時
総
会
を
開
催
し
ま
し
た

2025前半　講習会・企画スナップ

去
る
五
月
三
十
日
㈮
に
高
田
城
址
公

園
オ
ー
レ
ン
プ
ラ
ザ
で
開
催
さ
れ
た
令

和
七
年
度
上
越
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
定
時
総
会
に
引
き
続
い
て
、
会
員

互
助
会
の
定
時
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

杉
田
会
長
の
開
会
の
挨
拶
に
続
き
、

議
事
に
先
立
ち
池
田
事
務
長
よ
り
議
長

選
出
の
提
案
が
あ
り
、
秋
山
秀
夫
氏
が

満
場
の
同
意
を
得
て
議
長
に
選
出
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
秋
山
議
長
か
ら
議
事

録
署
名
人
と
し
て
室
岡
猛
幹
事
と
池
田

か
を
る
幹
事
が
、
書
記
と
し
て
田
近
英

樹
幹
事
が
そ
れ
ぞ
れ
指
名
さ
れ
ま
し
た
。

引
き
続
き
議
事
に
移
り
、
第
一
号
議

案
「
令
和
六
年
度
事
業
報
告
に
つ
い

て
」、
第
二
号
議
案
「
令
和
六
年
度
収
支

決
算
報
告
に
つ
い
て
」
事
務
長
か
ら
説

明
が
あ
り
、
小
出
悦
男
監
事
か
ら
監
査

報
告
を
受
け
た
後
、
質
疑
を
受
け
付
け

た
と
こ
ろ
質
疑
は
な
く
、
原
案
通
り
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
第
三
号
議
案
「
令
和
七
年
度

事
業
計
画
（
案
）」、
第
四
号
議
案
「
令

和
七
年
度
収
支
予
算
書
（
案
）」
に
つ
い

て
、
事
務
長
よ
り
説
明
が
あ
り
、
質
疑

は
な
く
原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

議
事
終
了
後
、
田
近
副
会
長
が
閉
会

の
挨
拶
を
述
べ
、
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

機械除草安全講習会

新入会員研修会

シニアリズム体操教室（女性部会）

スマートフォン講習会

安全就業研修会

ハローワークセミナー



生きがい80号

令和７年７月１日 6

事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ事務局だよりは第90号（令和7年5月13日発行）で発行を終了しました。

長い間拝読いただきありがとうございました。

＊ 

あ
と
が
き 

＊

広
報
対
策
部
会
は
今
後
二
年
間
、
こ

の
メ
ン
バ
ー
で
活
動
し
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

○
部
会
長
　
　
池
田
　
　
勝

○
副
部
会
長
　
　
岡
本
　
重
孝

○
部
会
員
　
　
平
山
　
一
男

○
部
会
員
　
　
倉
島
　
文
雄

○
部
会
員
　
　
山
田
三
代
子

○
部
会
員
　
　
遠
藤
　
悦
朗

＊
担
当
職
員  

原
田
副
参
事
、坂
井
主
任

会　員　数

（5月31日現在）
990名
（内訳）

男性会員 697名
女性会員 293名

本　　所 774名
頸北支所 216名

事
務
局
職
員
体
制
に
つ
い
て

常
務
理
事
兼
事
務
局
長秋

山
　
友
江

事
務
局
次
長（
業
務
係
長
・
頸
北
支
所
長
）

　
　
　
　
　
　
　
　
小
林
　
朋
寛

副
参
事（
管
理
係
長
）　
原
田
　
敬
子

主
　
　
任
　
　
　
　
樋
口
　
　
藍

主
　
　
任
　
　
　
　
坂
井
菜
見
子

嘱
託
職
員
　
　
　
　
平
田
　
雄
一

嘱
託
職
員
　
　
　
　
長
谷
川
由
香

嘱
託
職
員
　
　
　
　
小
暮
　
厚
子

嘱
託
職
員
　
　
　
　
池
田
　
陽
一

嘱
託
職
員
　
　
　
　
河
野
　
麻
美

嘱
託
職
員
　
　
　
　
水
上
　
正
之

嘱
託
職
員
　
　
　
　
田
中
美
奈
子

嘱
託
職
員（
支
所
）　
野
口
　
理
恵

嘱
託
職
員（
支
所
）　
杉
田
　
久
子

《
退
職
》
三
月
三
十
一
日
付

前
事
務
局
長
　
　
　
矢
澤
　
正
勝

前
事
務
局
参
事
（
頸
北
支
所
長
）

池
田
　
　
崇

今 後 の 配 分 金 の 支 払 い 予 定 日

7月25日（金）		

8月25日（月）

9月25日（木）

10月27日（月）

11月25日（火）

12月25日（木）

スマートフォン講習会について
当センターでは１年を通してSmile to Smile（会員専用システムツール、通称： 

スマイル）を含めたスマートフォンの講習会を開催しており、スマイルのダウンロー
ド方法を始め、LINEの使い方や不審なメールへの対処方法など様々な疑問に専任 
スタッフがお答えします。下記の日程で開催していますので、スマートフォンの扱い
がよく分からないという方は都合をつけてご参加ください。予約が必要なため、本所

（522−2812）か頸北支所（536−6100）へお電話ください。

	 7月16日（水）　　	 8月22日（金）
	 9月29日（月）　　10月16日（木）
11月17日（月）　　12月17日（水）
	 1月22日（木）　　	 2月16日（月）
	 3月18日（水）	 　　　　　　　　
定員：各回20名
時間：10時〜12時（新入会員対象）
		14時〜16時（おさらい）

本所会場（シルバープラザ上越）
 7月14日（月）
10月30日（木）
 1月14日（水）
 1月29日（木）
 2月26日（木）

定員：各回20名
時間：10時〜12時（新入会員対象）
		14時〜16時（おさらい）

頸北会場（柿崎地区公民館 学習室）


